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(初等教育コース初等教科専攻情報・技術専修/
中等教育コース情報・技術専攻)

〔注意〕

1 .監督者の指示があるまで，この冊子を開いてはいけません。
2.監督者の指示に従って，解答用紙に受験番号と氏名を記入してください。
3. この冊子は問題用紙1枚と下書き用紙2枚です。この冊子と別の解答用紙は2枚です。印刷の不鮮明

な箇所などがあ、れば申し出てください。

4.解答は解答用紙の指定された場所に記入してください。
5.解答に字数制限がある場合には，句読点をすべて字数に数えます。

6. この冊子は持ち帰ってください。
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令和8年度学校推薦型選抜(一般枠) 専門課題小論文 問題用紙

(初等教育コース初等教科専攻情報・技術専修/中等教育コース情報・技術専攻)

下記の文章を読んで、聞いに答えなさい。

文部科学省は、中学校に情報教育を柱とする「新・技術分野(仮称)Jを創設する意向を示した。既存の技術・家庭科は2つの教

科に分離したうえで、生成AIやプログラムの仕組みなどを学ぶ情報教育を強化。全体として「ものづくりJと実社会を繋げる探究的

な学びを充実させたい考えだ。

中央教育審議会の第8回教育課程企画特別部会が2025年5月22日に関かれた。当日は、質の高い探究的な学びの実現(情報活用能力

との一体的な充実)について、論点を整理。総合を中核としつつ各教科等も含めた形で探究的な学びを一層重視するとともに、質の

高い探究に不可欠な情報活用能力の諸要素を教育内容として明記し、一体的に向上させる方向で検討が進められた。

情報活用能力の育成は「情報技術の活用Jr情報技術の適切な取扱いJr情報技術の特性の理解jの3段階を設定。高校の教科「情
報」に繋げるため、小学校(中・高学年)では「総合・情報の領域(仮称)J 、中学校では既存の技術・家庭科は2つの教科に分離

したうえで f新・技術分野(仮称)Jを創設する意向を示した。

小学校段階では、情報セキュDティの基本から、クヨウドを用いて共同編集する仕組みゃ、プログラミング生成AIの体験を想定。
中学校段階では、情報処理の仕組みゃコンピュータの構成、生成AI等の基本的な仕組みの理解や、身近な課題を解決するプログラム

の制作などを盛り込む考えを示している。

(出典:新教科 f新・技術分野(仮称)J創設へ…中学校の情報教育を強化， リシード・リセマム，

https://reseed.resemom.jp/artic1e/2025/05/23/10939.html (2025.7.20閲覧)) 

間1. あなたの知っている情報活用能力の育成に用いられたアプリケーションを取り上げ、 200字以内で名称と機能、活用場面を説

明しなさい。

問2. 情報活用能力を育成するには、 ICT・アプリケーションをどのように活用し、またどのような点に注意すべきか、 600字以内

で述べなさい。
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